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表1　平成１２年国勢調査座間市速報集計

平成７年国勢調査（確定数）平成１２年国勢調査（速報数）区分

１１８,１５９１２５,６８３人口

６１,０９２６４,５８１男

５７,０６７６１,１０２女

４４,３４３４９,３２３世帯数

※平成１２年１０月１日の国勢調査の速報集計は第１次基本集計
（平成１３年１０月ごろ結果公表）と異なる場合があります。

１２月１日現在１１月１日現在区分

１２５,６７２１２５,８１５人口

６４,５３０６４,６１９男

６１,１４２６１,１９６女

４９,３５０４９,４４２世帯数

　

平
成
十
二
年
十

月
一
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
「
第
十

七
回
国
勢
調
査
」

の
速
報
集
計
が
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
市
の
総
人

口
は
十
二
万
五
千

六
百
八
十
三
人
。

前
回
か
ら
の
五
年

間
で
七
千
五
百
二

十
四
人
、
六
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す

　

市
大
凧
保
存
会
で
は
『
大
凧
ま

つ
り
』
を
思
い
出
深
い
も
の
に
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
年
初
節
句

を
迎
え
る
市
内
在
住
の
男
児
百
五

十
人
（
申
込
先
着
順
）
に
手
作
り

の
ミ
ニ
凧
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
当
日
来
場
で
き
る
方
に
限
る
）。

　

こ
の
ミ
ニ
凧
は
四
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
四
方
で
、
子
供
の
名
前

（
一
文
字
）
入
り
。
五
月
四
日
、

五
日
の
開
催
当
日
に
、
大
凧
ま
つ

り
会
場
本
部
テ
ン
ト
で
お
渡
し
し

ま
す
。

○
応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
（
初
節
句
を
迎
え
る
子
供

の
氏
名
と
ふ
り
が
な
、
生
年
月

日
を
併
記
）、電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
三
月
十
五
日（
木
）ま
で

に
〒
２
２
８－

０
０
２
６
市
内

新
田
宿
三
二
八
「
大
凧
保
存
会

事
務
局
」
あ
て
郵
送

※
同
保
存
会
で
は
、
大
凧
の
製
作

か
ら
当
日
の
引
き
手
ま
で
に
携

　

市
青
少
年
芸
術
祭
実
行
委
員
会

で
は
、「
青
少
年
の
手
で
郷
土
に
新

　

も
し
、
夫
や
恋
人
が
さ
さ
い
な

二
十
五
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
二
十
五
日
は
午
後
四
時
ま

で
）

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
（
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）
小
ホ
ー
ル

○
展
示
作
品　

絵
画
、
彫
塑
、
写
真
、

デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
、
ア
ニ
メ
、

工
芸

○
入　

場　

自
由

担
当　
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市
大
凧
保
存
会
で
は
、五
月
四
日
、

五
日
に
開
催
さ
れ
る
、
市
制
施
行
三

十
周
年
記
念
『
大
凧
ま
つ
り
』
で
掲

揚
す
る
大
凧
に
書
か
れ
る
凧
文
字
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
凧
文
字
は
漢
字
二
文
字
で
、

上
の
文
字
は
赤
色
で
太
陽
を
、
下
の

文
字
は
緑
色
で
大
地
を
表
し
、
五
月

の
空
を
勇
壮
に
舞
い
ま
す
。

○
応
募
方
法　

今
年
の
大
凧
に
ふ
さ

定員受講料対　　象日　　　程教　　室　　名

４８人５５００円一般男女４月２７日～７月６日毎週金曜日（５月４日を除
く）　全１０回、午前９時４５分～１１時４５分卓球初心者

４８人６０００円一般男女４月２６日～７月５日毎週木曜日（５月３日を除
く）　全１０回、午前９時４５分～１１時４５分

バドミントン
初心者

２５組
５０００円３歳～就学前

親子 （保育あり）

午前１０時
～１１時３０分５月９日～７月１１日

毎週水曜日　全１０回

Ａ
親子体操

２５組午後１時３０分
～３時　Ｂ

８０人

４０００円
一般男女
（Ａ・Ｂ保育
あり）

午前９時２５分
～１０時２５分４月２６日～７月５日

毎週木曜日（５月３日
を除く）　全１０回

Ａ

ビギナー
エアロビクス ８０人午前１０時５０分

～１１時５０分Ｂ

８０人午後７時～
８時　

５月９日～７月１１日
毎週水曜日　全１０回夜間

８０人４０００円一般男女
（保育あり）

５月９日～７月１１日毎週水曜日　全１０回、午前
１０時～１１時エアロビクス

４５人４５００円５０歳以上の
男女

４月２４日～７月３日毎週火曜日（５月１日を除
く）全１０回、午前１０時～１１時３０分

熟年者
健康体操

４５人４０００円一般男女５月８日～７月１０日毎週火曜日　全１０回、午前
１０時～１１時３０分フィットネスヨガ

４５人４５００円一般男女４月２７日～７月６日毎週金曜日（５月４日を除
く）全１０回、午前１０時～１１時３０分気功初心者

スカイアリーナ座間スポーツ教室　第１期

平成１２年

国勢調査概数
まとまる

（
表
１
参
照
）。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
と
も
に
調
査
員
各
位

の
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝

人口は５年間で６.４パーセントの増に

し
ま
す
。

　

な
お
、
ま
と
ま
り

ま
し
た
速
報
集
計
に

よ
り
、
平
成
十
二
年

十
一
月
一
日
お
よ
び
十
二
月
一
日
現

在
の
人
口
は
、
表
２
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

担
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企
画
政
策
課
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０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

凧
文
字
を
募
集

大
凧

わ
し
い
と
思
う
二
文
字
、
そ
の

文
字
の
意
味
・
い
わ
れ
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
三
月
一
日（
木
）ま
で

に
〒
２
２
８－

０
０
２
６
市
内

新
田
宿
三
二
八
「
大
凧
保
存
会

事
務
局
」
あ
て
郵
送

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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し
い
芸
術
文
化
の
波
を
」
を
テ
ー

マ
に
青
少
年
美
術
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
催
し
は
小
学
生
か
ら
二
十

五
歳
ま
で
の
青
少
年
が
、
美
術
・

工
芸
作
品
の
制
作
や
発
表
を
通
し

て
、
郷
土
の
芸
術
文
化
の
向
上
と

発
展
を
目
指
そ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
と　

き　

二
月
二
十
四
日（
土
）、

○申込方法　①親子体操希望者（市内外不問）、ビギナーエアロビクスＡ・Ｂと
エアロビクスの保育希望者（市内の方のみ）＝往復はがきの往信用裏に希望の
教室名、住所、氏名（親子体操は親子）、年齢、電話番号、保育希望の有無（希
望者は子供の氏名と年齢）を、返信用表に住所、氏名、郵便番号を記入の上、
２月２２日（木）＜当日消印有効＞までに担当へ郵送（多数抽選）②その他の教室
＝市内の方は３月２日（金）、市外の方は３月６日（火）のいずれも午前１０時から
受講料を添えて直接担当へ（先着順。現金の取り扱いは午後５時まで。電話な
どでの予約は１週間以内に手続きを）
※①の保育は各教室とも定員２０人（多数抽選）で、幼児一人１５００円です。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民体育館

〒２２８-００１１相武台１－５９７１　�０４６（２５５）００７７

こ
と
で
あ
な
た
に
手
を
上

げ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
？

○
と　

き　

三
月
六
日

（
火
）午
前
十
時
〜
正

午
、
午
後
一
時
三
十
分

〜
三
時
三
十
分

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会

館
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
）
大
会
議
室

○
講　

師　

か
な
が
わ
女

の
ス
ペ
ー
ス「
み
ず
ら
」

事
務
局
長　

阿
部
裕
子

さ
ん

○
対　

象　

市
内
在
住
・

在
勤
者

○
定　

員　

三
十
人
程
度

（
先
着
順
）

○
保　

育　

あ
り
（
原
則

二
歳
以
上
、
お
や
つ
代

百
円
）

○
申
込
方
法　

三
月
二
日

ざ
ま
女
性
プ
ラ
ン

推
進
講
座

青
少
年
芸
術
祭

〜
青
少
年
美
術
展
〜

大
凧
保
存
会
よ
り

「
ミ
ニ
凧
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

ではないでしょうか。
《委員》または「（２）複雑多様化する市民ニー

ズに即応する施策の推進」内に記述
してもよいのではないですか。

《市側》具体的な市民の権利利益を守って、
行政の透明性、もしくは行政への市
民参加が図られるのではないか。そ
のような意図で、この中に入れたも
のです。

 （審議結果）項目として独立させ「行政手続
きの適正化」を設けることにいたし
ます。

《委員》審議会委員のご意見や、市民のハガ
キや書面またはインターネットのご
意見のなかで、地球規模での環境破
壊の問題が述べられています。これ
を受けて、素案が示されましたが、
当初案の「環境保全対策の推進」の
項目では、環境に影響を与えた後の
対応を想像してしまいます。環境に
も極力影響を与えることのないこと
が、これからの生活に求められてい
るとき、項目を「環境保全の推進」
に変えてはいかがですか。

　　　　　また、「環境への負担の少ない」
の文言を「環境にやさしい」とされ
たらどうでしょうか。

《市側》ご意見のとおりの文言で精査します。
（審議結果）審議会委員の意見どおりといた

します。
３ 簡素で効率的な行財政システムの再構築
（２）財政基盤の強化
○使用料･手数料の文言および公共工事の項
目にコスト削減の文言を追加しました。
《委員》「地域経済活性化等による税収確保策

を研究するとともに・・」とありま
すが、地域経済活性化の具体的な方
策はあるのでしょうか。

《市側》地域経済活性化等については、精査
した結果、基本方針の「１将来を展
望した地方分権型の行財政運営の推
進」（２）民間活力の導入で掲載し
ております。ここで、実行計画とし
て具体的な方策を検討してまいりま
す。

（審議結果）精査結果を了承することといた
します。

《委員》「受益と負担の公平性の確保を図る観
点から、各種補助金等について…」
とありますが、受益と負担とは「何
かを得る代わりにそれに見合う負担
をする」意味であると思っておりま
す。使用料、手数料などで使う方が、
より適切であると考えますがご検討
いただけますか。

《市側》ご意見のとおりの文言で精査を行い
ます。

（審議結果）意図する内容を明確にするため
「使用料・手数料の受益者負担」に
関する項目と「各種補助金の整理合
理化の推進」に関する項目を全面的
に見直し改正いたします。

《委員》「公共工事に係わる入札・契約手続
きについては･･」には、「コスト削減」
の文言が第二次行政改革大綱では
入っておりました。この大綱（案）
にも明記した方が良いのではありま
せんか。

《市側》コスト削減については、当然のこと
として検討させていただきます。

（審議結果）公共工事などに対する市の姿勢
を示すためにも「コスト削減に積極
的に取り組むとともに」の文言を追
加いたします。

　以上が座間市行政改革審議会における審議
の概要です。同大綱の詳細については、改め
て「広報ざま」で報告いたします。
担当　企画政策課　　　　　�０４６（２５２）８２８９
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　２１世紀初頭の本市における行政改革の
「道しるべ」というべき、第三次座間市行政
改革大綱（案）を審議していた座間市行政

改革審議会（清水 完  至 会長）が、去る１月
さだ ゆき

１８日、「慎重な審議を重ねた結果、内容は
おおむね妥当」との答申を市長に行いまし
た｡その結果を受けて２月６日に開催さ
れた、行政改革推進本部会議において第
三次座間市行政改革大綱として最終決定
されました。同審議会の審議内容につい
てその概要を報告します｡

◆審　議　過　程◆

審　議　内　容開催日時

１　第三次座間市行政改革大綱（案）諮問書の受理
２　同大綱（案）に対する記載事項の検討
　①基本方針の記載内容の検討
　②重点改革､改善事項の項目別記載内容の検討
　③重点改革､改善事項記載事項の詳細についての
質疑

３　参考資料の提出依頼
　　過去５年間の経常収支比率、人件費比率、公
債費比率について

平成１２年
１１月１日

１　同大綱（案）の前回質疑事項に対する改正文案
整理

２　新たに見出された大綱（案）の文案に対する質
疑・審議

３　市民等から求めた同大綱（案）の意見に対する審議

１２月２０日

１　同大綱（案）の前回質疑事項に対する改正文案
整理

２　答申書作成に向けての意見集約

平成１３年
１月１２日

座
間
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

座
間
市
行
政
改
革
審
議
会
の
審
議
結
果
を
最
大
限
に
尊
重

清水完至会長より答申書
を受理する星野市長

第
三
次

○窓口での「親切」な対応、｢IT革命｣などの
文言を追加いたしました。
《委員》市民からいただいたはがきによるご

意見・ご提言の内容に関連しますが、
行政サービスでは適切な接遇はもと
より、親しまれる窓口対応が大切で
す。「親切心」に関する記載を文言
に追加する必要があると考えます。

《市側》適切なご指摘であると考えておりま
す。

（審議結果）「親切」の文言を追加いたします。
《委員》基本方針で掲載されている「IT 革命

に関する事項」を実行計画か重点改
革、改善事項に入れるべきではない
ですか。

《市側》ご意見について検討したいと思いま
す。

（審議結果）大綱（案）の重点改革、改善事
項に「IT革命に関する」文言を追加
いたします。

（５）職員の能力開発等の推進
○職員研修では、能力および資質の向上に一
層の工夫・努力が必要
《委員》市民の書面によるご意見にもござい

ましたように、職務と行政上の必要
課題を内容とした職場内研修を部、
行政機構ごとに研修目標を設定し、
計画を作るという意見には同感しま
す。

《委員》計画・プランが立派であっても実行
に移すのは職員である。能力および
資質の向上に一層努力を願います。

《市側》職員の政策形成能力を養成し、長期
にわたり維持していくための研修な
どを検討していきます。

（審議結果）実行計画の中での具体的な対応
を行うことといたします。

（６）広域行政への対応
○広域行政の研究を一層進めることといたし
ました。
《委員》近隣市町村と共同で行う広域行政を

取り入れることは、今後ますます重
要になってくると思っています。例
えば事務的な給与計算等をセンター
的なところで共同で行っていくこと
も、必要になるのではないでしょう
か。

《委員》実現できるものは既に実施済（斎場・
農業共済・ゴミ処理施設など）であ
りますが、さらに共同で行えるもの
も十分に今後は考えられます。大綱

などにどのように取り込んでいくの
ですか。

《市側》例として大型の文化施設、スポーツ
施設などは各市と協力して研究して
いくことも考えられます｡

《市側》今後の広域行政は重要であり、可能
な限り他市との連携を模索しつつ、
各種の機会を捕らえて研究してまい
りたいと考えます。

（審議結果）重要な課題なので、実行計画で
慎重に研究を進めることといたしま
す。

２　市民と協力して進める市政の確立
（２）複雑多様化する市民ニーズに即応する
施策の推進
○行政情報を広く市民に提供することが大切
なため文章を改正しました。
《委員》基本方針「１将来を展望した地方分

権型の行財政運営の推進」（３）「行
政サービスの充実」の一部項目と、
基本方針「２　市民と協力して進め
る市政の確立」の（２）複雑多様化
する市民ニーズに即応する施策の推
進、（３）市民参加による市政の推
進は、各項目の記述内容をより明確
にすべきではありませんか。

《市側》この項目では、今まで以上に行政情
報を広く提供し、市民ニーズの把握
に努め、市民参加をいただき施策を
推進していく必要があるのではない
かという趣旨を持っております。そ
の他の項目は行政サービスをしてい
く上での基本的な考え方を記述して
います。

（審議結果）「複雑多様化する市民ニーズに即
応する施策の推進」の記述の一部を
｢広報広聴活動を積極的に展開して
市民ニーズの把握に努め、柔軟性の
ある施策を図る｣という趣旨内容に
改め、記述意図を明らかにする文章
といたします。

（３）市民参加による市政の推進
○「行政手続きの適正化」を独立した項目に
「環境保全の推進」を新設項目にしました。
《委員》「市民参加による市政の推進」内では、

行政手続き関係を記述しているよう
ですが、他の記述では、市民参加を
積極的に求めている内容となってい
るように思われます。別項目として
独立させ、より趣旨を明確にすべき

第三次座間市行革大綱（案）の審議に臨む
市行革審議会委員

１

2

3

基本方針に沿った重点改革、改善事項行政改革を推進する上での基本方針

第
三
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱（
案
）体
系
図

（1）事務事業の合理的・効率的な見直し
（2）民間活力の導入
（3）行政サービスの充実
（4）事業評価システムの導入
（5）職員の能力開発等の推進
（6）広域行政への対応

将来を展望した地方分権型の
行財政運営の推進

（1）責任領域と役割分担の見直し
（2）複雑多様化する市民ニーズに即応する施策の推進
（3）市民参加による市政の推進
（4）行政手続きの適正化（新項目）
（5）環境保全の推進（新項目）

市民と協力して進める
市政の確立

（1）財政運営の効率・健全化
（2）財政基盤の強化
（3）企業会計手法の導入
（4）時代に即応した組織・機構の見直し
（5）公社等外郭団体の効率的運営及び改善
（6）定員管理､給与制度の適正化

簡素で効率的な
行財政システムの再構築

（４面に続く）

　市では、昨年４月から庁内組織である改革
改善検討委員会での同大綱素案の検討および
行政改革推進本部での論議を経て、１０月２４日
に同大綱（案）の決定を行いました。
　これを踏まえて、市行政改革審議会に昨年
１１月１日に意見・提言を求めるため諮問を行
い、計３回の審議を経て答申に至ったもので
す（審議過程については下表参照）。

　これから記載する同審議会の審議過程をご
理解いただくため、同大綱（案）の体系図を
掲載しました（右下図参照）。

　要約を掲載し、審議会の意見・提言内容の
要点を各項目の下段に掲載しました。

１　将来を展望した地方分権型の行財政運営
の推進
（２）民間活力の導入
○雇用創出や地域活性化は実行計画で具体化
を図ることといたしました。
《委員》「新たな雇用の創出や地域経済活性化

の側面からも、リース方式の活用な
ど……」と記載されておりますが、
リース方式の活用が雇用創出や地域
経済活性化にどのように寄与するか
不明確ではないでしょうか。

《市側》リース方式を掲載しましたが、例え
ば、ＰＦＩ（民間資金を活用した社
会資本整備）の研究、大規模施設等
の整備や維持管理について民間の活
力・能力を行政が導入して経済の活
性化を図ることなどを想定しており
ます。

（審議結果）貴重なご意見として、雇用創出
や地域経済活性化策の文言を追加す
ることとし、具体化は実行計画で行
うことといたします。

（３）行政サービスの充実

１　第三次座間市行政改革大綱（案）の
答申までの経過

２　審議内容をご理解いただくために

３　審議内容

重点改革、改善事項
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　知的障害者更生施設「市立もくせい
園」では、地域のサークルや保育園の
皆さんの参加により「第１０回みんなで
オンステージ」を開催します。
　ステージ発表を通して、多くの方と
の交流を深めたいと思います。ぜひ、
ご来場ください。
○と　き　２月２７日午後１時～３時
○ところ　市民文化会館（ハーモニー
ホール座間）小ホール
○内　容　各団体によるステージ発表
（日舞、コーラス、劇ほか）
○参加団体　わかば保育園、相模が丘
西保育園、地域作業所いぶき、交通
安全劇場、アンサンブル華、千寿会
日本舞踊部、市立もくせい園
○入　場　自由
担当　　　　　　　　市立もくせい園
�０４６（２５３）０８０４・FAX０４６（２５４）７７１７

�

○と　き　２月２２日午前１０時～１１時３０
分
○ところ　市民文化会館（ハーモニー
ホール座間）２階大和室
○対　象　１０カ月～１歳２カ月児とそ
の親
○内　容　①子育てをとおして自分も
子どもも成長する②一人で子育てを
かかえ込まない③子育てのネット
ワークや友達づくり④わらべ唄でス
キンシップほか
○講　師　マッコー保育園園長　藍原
益子さん
○申込方法　電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　３月１１日午前９時５０分競技
開始（午前９時～受け付け）
○ところ　市民体育館（スカイアリー
ナ座間）大体育室
○チーム編成　１チーム４～６人、男
女混合（女性のみ可）
○表　彰　部門ごとに３位まで表彰
○申込方法　３月２日までに所定の申
込用紙に必要事項を記入の上、直接
または郵送（〒２２８-８５６６教育委員会
スポーツ課）で担当へ
担当　　　　　　　　　　スポーツ課
�０４６（２５２）８１７７・FAX０４６（２５２）４３１１

�

○と　き　２月２５日～３月１８日の毎週
日曜日午前１０時～正午（全４回）
○ところ　相武台コミュニティセン
ター
○内　容　いのちと向きあう～生と死

心の育児講座
～ひとりで悩まないで～

相武台コミセン生活講座
～葬儀について考える～

～、現代お葬式事情（いざというと
きあわてないために、新しい葬儀の
動き）
○講　師　終末期を考える市民の会会
長・医師　西村文夫さん、葬儀ジャー
ナリスト　碑文谷創さん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　２月２３日までに直接また
は電話で担当または相武台コミュニ
ティセンター�０４６（２５８）３００１へ
担当　　　　　　北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１・FAX０４２（７４７）８５４２

�

　市勤労者サービスセンターは、中小
企業で働く方たちの福利厚生と事業所
の発展援助を目的とした団体です。個
人単位でも加入することができますの
で、この機会に加入をお考えになって
はいかがですか。
＜対象＞
◇事業所単位での加入　市内に事業所
がある中小企業の勤労者と事業主
◇個人単位での加入　市内の中小企業
に勤務する勤労者と事業主や、市内
在住で市外の中小企業に勤務する勤
労者と事業主
＜主な事業内容＞
◇福利厚生事業　宿泊施設の利用助
成、各種チケットあっせん、バスツ
アーなどの開催、人間ドック費用の
一部助成
◇給付事業　結婚・出産・入学祝金、
傷病・住宅災害見舞金、死亡弔慰金、
永年勤続慰労金などの給付
◇貸付あっせん事業　５０万円を限度に
生活資金の貸付あっせん（償還期間
３６カ月以内）
　詳しくは、同サービスセンター事務
局（担当課内）へ
担当　　　　　　　　　　　　産業課
�０４６（２５２）７６０４・FAX０６４（２５５）３５５０

　市ボランティア連絡協議会では、ボ
ランティアが集まり、グループ発表や
親睦を深めるための交流会を開催しま
す。ボランティアについて聞いてみた
い・語ってみたい方、ぜひご参加くだ
さい。
○と　き　３月１０日午後１時３０分～４
時
○ところ　市文化福祉会館３階ホール
○内　容　グループ発表、交流会（ゲー
ムなど）
○申込方法　２月２８日までに電話か
ファクスで担当へ
担当　　市社協ボランティアセンター
�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９

市勤労者サービスセンターで
会員募集

みんなでオンステージ 東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

◆市立図書館非常勤職員（自動車運転
手）
○募集人員　１人
○応募資格　５０歳以上６２歳未満の健康
で自動車運転手の経験者
○業務内容　移動図書館車（マイクロ
バスと同型）の運転や軽作業など
○勤務期間　４月４日～平成１４年３月
３１日の週４日
○勤務時間　水曜・木曜・金曜・土曜
日の午前８時３０分～午後４時３０分
○勤務場所　市立図書館
○賃　金　時給１４０８円以上（経験年数
による）
○応募方法　２月２８日までに市販の履
歴書（写真添付）に必要事項を記入
の上、免許証の写しを添えて本人が
担当へ持参
○選考方法　面接試験、健康診断
担当　　　　　　　　　　市立図書館
�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

◆市社会福祉協議会職員
○募集人員　①②一般事務各１人③デ
イサービス事業管理者１人
○応募資格　①３５歳以下、大学卒業以
上（３月卒業見込み含む）、パソコ
ン等操作経験者、普通自動車運転免
許以上所持者②２５歳以下、大学卒業
以上（３月卒業見込み含む）、普通
自動車運転免許以上所持者③２５歳以
下、福祉専門学校または社会福祉学
科卒業者（３月卒業見込み含む）、
普通自動車運転免許以上所持者
○採用時期　４月１日
○勤務時間　月曜～金曜日の午前８時
３０分～午後５時
○給　与　市社会福祉協議会職員給与
規定による
○採用試験　第１次試験＝３月１日筆
記（一般教養）および作文、第２次
試験＝３月１５日面接
○応募方法　２月２６日、２７日のいずれ
も午前９時～午後４時に市販の履歴
書（写真添付）に必要事項を記入の
上、本人が担当へ持参
担当　　　　　　　市社会福祉協議会
�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９

ソフトバレーボール大会

◆教育問題講座
　～いじめ、不登校、ひきこもりから
教育について語り合おう～
○と　き　２月２３日～３月１６日の毎週
金曜日午後１時３０分～３時３０分（全
４回）
○内　容　①悩める子どもを助けます
②いま学校ではなにが起きているか
③親と子どものいい関係とは④これ
からの教育について語り合おう
○講　師　①ソーシャルワーカー　寺
出壽美子さん②中学校教諭　宮下聡
さん③④スクールカウンセラー・小
学校教諭　甲斐田博高さん
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（原則２歳以上、おや
つ代２００円）
○申込方法　２月２０日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

�

◆親子で楽しむ将棋教室
　～楽しく将棋を覚えよう�～
○と　き　３月４日、１０日、１１日、１８
日、２４日、２５日いずれも午前１０時～
正午（全６回）
○内　容　未経験者は駒の動かし方や
ルールを学び詰め将棋を覚える。経
験者は基本手筋や定石を学び対局の
上達を目指す
○対　象　４歳～小学３年生の親子
（簡単な将棋の知識のある小学・中
学・高校生は一人での参加可）
○定　員　将棋の知識のない親子２０人
（１０組）、駒の動かし方程度は分かる
親子１０人（５組）
○講　師　社団法人日本将棋連盟将棋
普及指導員　神田晃介さん
○持ち物　将棋盤のある方は持参（練
習用将棋盤を６３０円で購入可）
○参加費　１０５０円（テキスト代）
○その他　出席良好者には級の認定が
出ます
○申込方法　２月２５日までに直接また
は電話で同センターへ

�

◆短歌入門講座
○と　き　①３月３日②１０日③２４日い
ずれも午後１時３０分～３時３０分（全
３回）
○内　容　①短歌の歴史②短歌の作り
方�③短歌の作り方�
○講　師　市歌人会会長　富山繁人さ
ん
○定　員　４０人（先着順）
○申込方法　直接または電話で同館へ

市立青少年センター
�０４６（２５３）８４１１　�０４６（２５９）２１６３

市　立　図　書　館
�０４６（２５５）１２１１　�０４６（２５２）５７０４

ボランティアの集い

市内の交通事故件数
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◇交通対策基金へ
▽２０万円＝緑ケ丘・村田岳生
◇総合福祉センター建設基金へ
▽３０万円＝東原・三蔵商事（株）▽１０
万円＝匿名
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽１万円＝相模が丘・（株）平和テク
ニカ

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
に「
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
と
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
金
制
度
」の
ご
利
用
を

担
当　

資
源
対
策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.６３４●３ ２００1年（平成１３年）２月１５日

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
に「
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
と
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
金
制
度
」の
ご
利
用
を

担
当　

資
源
対
策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９

�

▽とき＝３月１日（木）午
前１０時～１１時３０分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽
内容＝離乳食のすすめ方、
子供の発達について▽対
象＝生後８カ月～１０カ月
児を持つ保護者▽持ち物
＝母子健康手帳、マグカッ
プ、ティースプーン▽申込
方法＝電話予約

�

▽受付時間＝午前９時３０分～１０時３０分▽内容＝身体測定
と食事・発育状態・しつけについての相談▽持ち物＝母
子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

�

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し、陽性の場合は再検査します。

�

▽受付時間＝午前９時３０分～１０時３０分▽内容＝身体測
定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝健
康手帳▽申込方法＝直接会場へ
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み
ん
な
の�

広
場�

○
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
お
よ
び

　

サ
ッ
カ
ー
審
判
員
募
集

　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、①
協
会

に
登
録
す
る
社
会
人
チ
ー
ム
②
審
判

員（
主
に
土
曜
、日
曜
日
に
審
判
の
で

き
る
方
で
、四
級
以
上
の
審
判
免
許

を
持
っ
て
い
る
方
、ま
た
は
今
後
取

得
希
望
の
方
。ほ
か
の
協
会
に
所
属

し
て
い
る
方
も
可
）を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
申
込
方
法
＝
二
月
二
十
八
日（
水
）

ま
で
に
電
話
で
、①
は
同
協
会
社
会

人
委
員
会
�
０
４
６（
２
５
３
）７
０

１
１（ 
上  
之  
角 
）へ
、②
は
同
協
会
審

う
え 
の 
か
ど

判
委
員
会
事
務
局
�
０
４
６（
２
５

５
）０
２
８
３（
内
田
）へ

○
神
奈
川
北
央
医
療
生
協
座
間
支
部

　

文
化
祭

▽
と
き
＝
二
月
二
十
七
日（
火
）正
午

〜
午
後
四
時
、二
十
八
日（
水
）午
前

十
時
〜
午
後
三
時
▽
と
こ
ろ
＝
市
民

文
化
会
館
▽
内
容
＝
組
合
員
の
作
品

（
絵
画
、書
道
、手
工
芸
ほ
か
）展
示
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
▽
入
場
料
＝
無
料
▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６（
２
５

３
）６
８
５
２（
鈴
木
）

○
相
模
野
女
声
合
唱
団
公
開
練
習

▽
と
き
＝
二
月
二
十
一
日（
水
）午
前

十
時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
相
模
原
市

大
野
南
公
民
館
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
２（
７
４

２
）８
５
７
１（
今
井
）

○
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

▽
と
き
＝
①
二
月
二
十
日（
火
）、二

十
二
日（
木
）、二
十
七
日（
火
）い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
三
十

分（
全
三
回
）②
三
月
五
日（
月
）、七

日（
水
）、九
日（
金
）い
ず
れ
も
午
後

六
時
〜
九
時（
全
三
回
）▽
と
こ
ろ
＝

市
商
工
会
館
▽
内
容
＝
電
子
商
取
引

入
門
▽
対
象
＝
基
本
操
作
の
で
き
る

方
▽
定
員
＝
各
日
程
と
も
十
人（
先

着
順
）▽
費
用
＝
一
万
円（
会
員
は
六

千
円
、ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
二

千
円
）▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
市
商

工
会
�
０
４
６（
２
５
１
）１
０
４
０

○
心
の
健
康
相
談
室

▽
と
き
＝
二
月
二
十
五
日（
日
）午
前

十
時
〜
午
後
三
時
▽
と
こ
ろ
＝
厚
木

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
心

の
病
に
関
す
る
相
談（
秘
密
厳
守
）▽

費
用
＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝
当
日
直

接
会
場
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
神
奈

川
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
厚

木
地
区
家
族
会「
み
の
り
会
」�
０
４

６（
２
２
１
）０
４
４
７

○
や
さ
し
い
中
国
語
会
話

▽
と
き
＝
①
三
月
十
日
、二
十
四
日

い
ず
れ
も
土
曜
日
、初
心
者
・
午
後
六

時
四
十
分
〜
、中
級
者
・
午
後
四
時
三

十
分
〜
②
三
月
十
一
日
、十
八
日
い

ず
れ
も
日
曜
日
、中
級
者
・
午
後
七
時

〜
▽
と
こ
ろ
＝
①
厚
木
市
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー（
同
市
旭
町
二
ノ
四
ノ
一

八
）②
海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
三
丁
目

自
治
会
館（
同
市
東
柏
ヶ
谷
三
ノ
一

七
ノ
三
八
）▽
内
容
＝
中
国
人
講
師

に
よ
る
中
国
語
会
話
▽
費
用
＝
無
料

▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
�
０
４
６

（
２
５
３
）５
３
９
７（
飯
田
）へ

○
税
に
関
す
る
無
料
相
談

▽
と
き
＝
二
月
二
十
三
日（
金
）午
前

九
時
三
十
分
〜
午
後
二
時
三
十
分
▽

と
こ
ろ
＝
横
浜
銀
行
大
和
支
店（
同

市
大
和
東
一
ノ
八
ノ
一
）▽
申
込
方

法
＝
当
日
直
接
会
場
へ
▽
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
京
地
方
税
理
士
会
大
和
支

部
�
０
４
６（
２
６
２
）９
７
７
９

○
厚
木
就
職
面
接
会

▽
と
き
＝
二
月
二
十
二
日（
木
）午
後

一
時
〜
四
時
三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝
小

田
急
厚
木
ホ
テ
ル（
本
厚
木
駅
下
車

す
ぐ
）▽
内
容
＝
企
業
の
人
事
担
当

者
と
の
就
職
面
接
会
▽
申
込
方
法
＝

当
日
直
接
会
場
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先

＝
厚
木
公
共
職
業
安
定
所
事
業
所
部

門
�
０
４
６（
２
９
６
）８
６
０
９

�

▽とき＝３月６日（火）午前１０時
～１０時４５分、１０時４５分 ～１１時３０
分▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝健康全般について、栄
養士・保健婦が相談に応じます
▽持ち物＝健康手帳（お持ちで
ない方には、当日発行します）
▽申込方法＝電話予約

�

▽とき＝３月７日（水）午後１時３０分～３時▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝肝臓の働きと病気について▽定
員＝５０人（先着順）▽参加費＝無料▽申込方法＝直接ま
たは電話で担当へ

�

　小・中学生の予防接種は、次の学年で各１回の接種と
なっています。該当する学年で、まだ接種していない方
は、３月末日までに決められた委託医療機関で接種（無
料）してください。
　なお、予防接種には、保護者の署名が必要となります
ので、必ず保護者が同行してください。

◆風しん＝中学２年生
　※すでに風しんにかかった方、Ｍ
ＭＲの接種を受けた方は、除きま
す。
◆日本脳炎＝小学４年生、中学３年

生
◆二種混合＝小学６年生
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　健康診査 問い合わせ先　市民健康課　�０４６（２５２）７２２５・�０４６（２５２）７２１３　�０４６（２５２）７０４３

�

▽とき＝３月２９日（木）▽受
付時間＝午前９時３０分～９
時４５分▽ところ＝市民健康
センター▽内容＝むし歯予
防についての実習▽対象＝
１歳～１歳１カ月児▽持ち
物＝母子健康手帳、歯ブラシ
▽申込方法＝電話予約

�

▽とき＝３月８日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝新しいお友達をつくりたい保護
者のための教室です。赤ちゃんと楽しい遊びをします▽
対象＝生後３カ月～４カ月児を持つ保護者▽定員＝３０人
（先着順）▽申込方法＝電話予約

�

▽ところ＝市民健康センター▽講師＝歯科衛生士、栄養
士、保健婦▽対象＝初めて出産する方で妊娠１６週以降の
方とその夫▽受講料＝５００円（テキスト代）▽持ち物＝
母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝３月２日（金）まで
に電話で担当へ
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●夜間・深夜診療

ところと　き
市民健康センター２月１６日（金）

対　象と　き内　容
１１月１日～
１５日生まれ

２月２６日（月）ツベルクリン
２月２８日（水）ＢＣＧ　　　

ところと　き
市民健康センター　　　　２月１９日（月）
ひばりが丘・小松原児童館２月２２日（木）
東地区文化センター　　　２月２３日（金）

　救急診療
●休日診療

電　話所在地医療機関名診療月日
０４６（２５６）０１８１ひばりが丘５丁目ひばりが丘病院２月１８日外　

科 ０４６（２５６）５１１１相武台１丁目相武台病院２月２５日
０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院２月１８日婦

人
科 ０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科２月２５日

０４２（７５６）９０００
相模原市
相模大野

相模原南
メヂカルセンター

２月１８日耳
鼻
科 ２月２５日

　市では、平成１３年度「保健衛生
のお知らせ（保存用）」を、３月
１日より自治会を通じて、各世帯
に配布します。
　この冊子では、平成１３年度に実
施する各種検診、予防接種、健康
相談などの日程のほか、指定医療
機関の一覧や医療援助制度を紹介
しています。
　なお、自治会未加入の方には、
市役所１階市民健康課および各出
張所で配布しますので、ご利用く
ださい。
担当　　　　　　　　市民健康課
�０４６（２５２）７２２５・�０４６（２５２）７０４３

◆内科・小児科　
　受付時間　午 前９時～１１時４５分
　　　　　　午後２時～４時４５分、午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）　
　　　　　　�０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）　
　　　　　　�０４６（２５２）８２１７

◆外科・婦人科・耳鼻科
　診療時間　午 前９時～正午、午後２時～５時

内　　容と　　き
自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

３月５日（月）
午後１時３０分～４時

妊娠中の歯の衛生、
赤ちゃんの衣類

３月８日（木）
午前９時３０分～１１時３０分

疑似体験、
先輩ママに聞く「子育て」

３月１０日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

妊娠中の栄養
３月１５日（木）
午後２時～４時

赤ちゃんのもく浴、
これからに向けて

３月１７日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 池  光 　桜   ちゃん
いけ みつ さくら

Ｈ１１．１２．２３生まれ　女
ひばりが丘５丁目

 吉 田   　
よし だ

 瞳 哉   ちゃん
とう や

Ｈ１２．１．１８生まれ　男
ひばりが丘５丁目

 齋  藤 　 美 空   ちゃん
さい とう み く

Ｈ１１．１２．１４生まれ　女
ひばりが丘５丁目

平成１３年度

��������	
�

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関
を紹介します。

〈問い合わせ先〉
消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
市役所　�０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。
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